チェルノブイリ・ツアー 

歴史上最悪の環境災害地を訪問

チェルノブイリ原発事故25周年記念観光ツアー
日程表 (2日間・記号D)
	キエフ時間
	内容
	場所
	コメント

	1日目　キエフ～チェルノブイリ

	8:00
	キエフから出発
	バスでキエフからチェルノブイリ原発居住禁止区域へ
	約2時間の距離。「居住禁止区域」の周囲は214キロメートルである

	10:00
	「居住禁止区域」到着
	「居住禁止区域」の「ジチャートキ」検問所
	検問所出入手続きなど

	11:00~12:00
	チェルノブイリの原子力発電所（原発の周辺観光めぐり）
	原発事故の前に5000人以上のスタッフが働いていた発電所の周りを見学。石棺の前で写真撮影など。
	「石棺」とはチェルノブイリ原子力発電所４号炉を封じ込めたコンクリートの建造物です。

	12:00~13:00
	チェルノブイリ原発の1・4号炉の冷却水池
	冷却水池にいる魚に餌をやる。
	池にいる鯰やチョウザメなどの魚を近い距離で撮影可能。
※ご注意。冷却水池にいる魚を無事に撮影したいと、水面の反射をカットする偏光レンズやＰＬフィルターを使用しなければなりません。そうしないと写真には魚影が見えなくなる可能性があります。偏光レンズやＰＬフィルターを使用することによって反射はほとんど抑えられ、水の中の様子を見ることが出来るようになるので魚影も見えるようになります

	13:30~14:00
	昼食
	チェルノブイリ市内の国営ホテル内のレストランで昼食。ホテルのチェック・イン。
	 ウクライナ料理、ヨーロッパ料理

	14:30~15:00
	説明会：　「居住禁止区域」の歴史･区内の現在の状況の説明やツアーの内容の説明。
	ウクライナ非常事態省のスペシャリストが説明
	事故後、現在の生活状態および「居住禁止区域」の未来についてのスペシャリストへ質問や討論

	15:00~16:00
	ゴーストタウンのプリピャチ市の訪問
	住民のいなくなったプリピャチ市の、捨てられた団地、学校、ホテル、 幼稚園、一度も子どもたちの遊び声が聞かれなかった遊園地などを見学。市内のハイキングの時には、元の市立文化会館の建物や市立中学校の建物などを見学、市内の16階建ての団地の建物の屋根に上がり屋根から市内の風景を撮影なども可能。
	原発事故の前に47.500 人の住民が住んでいた、事故後放棄され今は荒れた砂漠に似ているゴーストタウン（幻影町）プリピャチ市の市内見物。

	16:00~18:00
	原発の敷地を少し出た農村地区にある事故後放棄された村への訪問。
	オパーチチ村のサモショールの農家を訪問。
	高齢者のサモショール（居住禁止区域に居住している不法居住者）との出会い。

	19:00~20:00
	夕食
	チェルノブイリ市内の国営ホテル内のレストランで夕食
	ウクライナ料理、ヨーロッパ料理

	2日目　チェルノブイリ～キエフ

	9:00~10:00
	朝食
	チェルノブイリ市内の国営ホテルで朝食。
	ウクライナ料理、ヨーロッパ料理

	10:30~13:00
	チェルノブイリの原子力発電所
（所内見学）
	原発事故の前に5000人以上のスタッフが働いていた発電所の所内見学。
	VIP特別所内見学。普通の観光客の場合は立ち入り禁止の原子炉を管理する装置がある管制室などの所内の場所を見学可能。

	13:00~14:00
	昼食
	原発職員の食堂それともチェルノブイリ市内の国営ホテル内のレストランで昼食。
	ウクライナ料理、ヨーロッパ料理

	14:00~15:00
	チェルノブイリ市内見物
	定住民のいなくなったチェルノブイリ市の、「船の墓場」、チェルノブイリ教会堂、消防署、ヘリコプタ飛行士記念像などを見学。
	チェルノブイリ市は、ウクライナの北部、首都キエフの北方、キエフ州に位置するゴーストタウンで、1986年4月26日に発生したチェルノブイリ原子力発電所の爆発事故により、放射性物質に汚染され廃墟と化した。事故後の人口は1987年が最も多く約1200人（推定）、2003年現在300人（推定）。人口は減少傾向にある。事故直前の人口は10万人以上いたといわれている。

	15:00~18:00
	原発の敷地を少し出た農村地区にある事故後放棄された村への訪問。
	クポワートイェ村、オターシェフ村のサモショールの農家を訪問。
	高齢者のサモショール（居住禁止区域に居住している不法居住者）との出会い。

	19:00~20:00
	チェルノブイリからキエフへバスで移動
	 
	およそ２時間半


	  観光客数
	1人
	2人
	3人
	4人
	5人
	6人
	7～9人

	1人あたりのツアー料（米ドール）
	$3 090 
	$1 650
	$1 123
	 $863
	$706
	$588
	$504


※ご注意※

●　この２日間のコースはウクライナ在留や旅行中の日本の皆さんのためのコースです。

●　上記の料金には、運賃、ガイドや日本語通訳のサービス料、「立ち入り禁止区域」へ入るための非常事態省管轄の役所で申し込む許可証の手続き料などが含まれます。

　　　尚、ツアーの発地（ウクライナ、キエフ市）までの往復航空運賃、ツアー時の宿泊料や食事料は含みません。別途お支払いが必要です。ツイン・ルームの1人宿泊料や食事料は1日が全部50～90米ドールの程度です。
●　各コース共　食事、休憩時間は含まれます。

●　キエフから出発後、チェルノブイリへ運行開始後のコース変更、時間変更等は原則として出来ません。

●　1～3号炉の操作室などの特別見学希望の場合、希望するお客様は放射線量の高い場所等での見学に支障のない健康状態であることを証明する、医師の健康診断書（英訳）を提出して頂く必要があります。もし所内見学中、客様方は、原発の職員しかは入れない原子炉操作室のような場所に入る希望がない場合、医師の健康診断書が必要ありません。
●　1人の観光客が参加しているツアーに使っている自動車として5人乗れる乗用普通自動車を使いますのでご注意ください。自動車に乗っている乗客は次の通りです。自動車の前の席は運転手1人、非常事態省管轄の役所の公式添乗員1人で、後ろの席は観光客1人、ジャーナリスト兼ガイド1人、通訳者1人です。全部は5人です。もっと多くの乗客が乗れる小型バスは観光客２人以上のツアーにしか使いません。

●　1人の観光客のツアーの場合、小型バスの予約も可能ですが、その場合は別払いが必要です。
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ご予約・お問い合わせ　japan4you@ukr.net　

